
（別紙３）

～ 令和7年6月20日

（対象者数） 25 （回答者数）
17

～ 令和7年6月20日

（対象者数） 11 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

多様な勤務形態がある中で、短時間労働者の方との共有は会

議記録にて、閲覧できるようにしているが、発言の機会を設

けられるよう、常勤職員に代弁してもらうなど、一方通行に

ならないような取り組みを広げていきたい。

2

今年度、ホームページのリニューアルをし、たいようの様子

だけでなく、法人として色々な情報を発信していけたらと

思っています。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地元の学校からの利用の受け入れの間口を広げる中で、色々

な子どもたちとの交流の機会を提供しています。

2

要望がありましたら要望に応じて対応していきたいと思いま

す。

3

○事業所名 たいよう

○保護者評価実施期間
令和7年5月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年5月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年6月24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の子どもたちとの関わりについて 地域の子ども（学童保育等）との交流の機会が提供できていま

せん。

家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング

等)や家族等も参加できる研修会や情報提供について

特別要望として期待される研修等がないため提供ができていな

い。

日常の振り返りをおこないながら、子どもたちの様子をきちん

と振り返りをおこなっている。

振返りの中で、ニヤリホットを必ず振り返るようにしており、

子どもたちの課題だけでなく、良いところに目を向け、子ども

の自己肯定感の安定を意識した取り組みをしている。

たいようでの様子を毎月ご家族へ写真付きでお知らせしてい

る。

ご家族のみなさまに、たいようでの様子を伝えられるよう写真

付きで毎月「たいようだより」を発行しています。ご家族の皆

様に様子を知っていただき、安心して通っていただけるよう取

り組みをしています。

事業所における自己評価総括表公表公表


